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　　　　　　　　　　　サポートブックとは、お子さん（ご本人）が初めて
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　　接する人（先生や支援員さん）に、特性や接し方を
知ってもら[image: image10.png]


うための情報を書いておくものです。
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1 サポートブックは、ご家族、又はご本人が記入し所持してください。

2 まずは必要な時に必要なところだけ、支援者に伝えたいところだけを書きましょう。

最初から全て書かなくても大丈夫です。

3 お子さんの成長に応じて書き換えていきましょう。

それを積み重ねていくと、お子さんの成長がわかります。

④　学校などで作成しているものであれば、コピーをつけておくのもよいです。

⑤　作成したものは、百均などで買えるクリアポケットファイル（30ポケット程度）などに入れることをお勧めします。必要な時に必要なページが活用できます。


①　対応の仕方を具体的に！
　　・具体的な例をあげて説明するとわかりやすいです。
　　・何をどのようにしたらよいかを、簡潔にはっきり伝えましょう。

　　　　×「～について、配慮をお願いします」

　　　　○「△△（場所・状況）のときに、子どもが◇◇（行動）をしたら、

　　　　　　□□（具体的な対応）のようにしています。」

②　今、分かってほしいことにしぼって！
　　・一番理解してほしいこと、起きたら困ることにしぼって書きましょう。
　　・たまにしか起こらないこと、それほど問題ではないこともそのまま書く　　　

　　　と、すごく大変なことに読めてしまうこともあります。

　　　そんな時は「○○なら、がまんできる」「△△は、いつものこと、見守っ　　　

　　　ています」などと書くと、支援者もホッとします。

　　・支援者が行えることには限界があります。


③　できること、得意なこと、好きなことをたくさん盛り込んで！
　　・支援者が、お子さんと関わってみたいな！と思えるように・・・
④　支援者との関係づくりのために
・家でのやり方を伝えるもので、支援者にやり方を強制するものではありません。

支援者とご家族が情報を整理することで、お子さんのさらなる成長や支援の広がりにつながることでしょう。

　○「家では△△しています」

　×「△△してください」



家族の思いを自由に書いてみましょう。

「書こう」という気分になってからで大丈夫です。
こんな思いで育ててきました。





うちの子は、こんな感じの子です。








本人の笑顔のある写真、家族と一緒にいる写真などを貼ってみてください。きっと家族の思いが支援する方に伝わると思います。
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碧南市では、自立支援協議会　作業部会にて、支援がつながっていくための１つの手段として、サポートブックの作成しました。


作成にあたっては、にじの学園、保育園、幼稚園、児童相談センター、学校教育課、安城養護学校、ひいらぎ養護学校、ふれあい作業所、ガイア、あおみJセンター、手をつなぐ育成会、社会福祉協議会、福祉課など、多くの関係機関の職員、保護者が関わってきました。


是非、ご活用いただけると幸いです。








